
高取町行政報告会

高取町長 中川 裕介

日時：令和８年１０月１８日（日）午前１０時～
場所：リベルテホール 大ホール





～生まれ育ち、住み続けた、
わが町「高取」を健やかに

住み続けたくなるまちに～
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【ご挨拶】
町民の皆さまのご支援により、令和2年(2020

年)11月29日から、高取町政を担当させていただいて
以来、「健やかに住み続けたくなる高取町」をめざし、
子どもから高齢者までの誰もが暮らしやすくなる取り
組みを進めてきました。

６つの基本姿勢をもとに、町民の皆さまのお声を伺
い、町民の皆さまに寄り添い、町民の皆さまへ「社会
の変化に合った事業(サービスの提供)」を積極的に取
り組んできました。

町民の皆さまのご理解、ご協力、ご支援に心より感
謝いたします。
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重点事業 ６つの基本姿勢

安心・安全な「高取町」
（防災、減災、防犯など）１
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生活しやすい「高取町」
（健康、医療、子ども・子育て、教育とスポーツ、高齢者生活支援など）２

いつまでも生き生きと暮らせる「高取町」
（将来を見据えたまちづくりなど）３

にぎわう「高取町」
（にぎわい創出、観光振興など）４
第２期「高取町総合戦略」の策定と着実な推進
（今までの取り組みを踏まえた新たな総合戦略）５

財政の安定する「高取町」６



【町民の皆さまに提供させていただいている
行政サービス】

持続可能な財政運営の維持を基本に、将来負担を見
据えて計画的に事業を行ってきました。

身近できめ細かい行政サービスの提供を積極的に取
り組んできました。

６つの基本姿勢に従って、これまで高取町で行って
きた主な事業、これから高取町で行っていく主な事
業・新たな事業について説明をさせていただきます。

4



○防災

・防災拠点機能を有した多目的に活用できる施設整備

旧文化センター跡地に整備。

・防災資機材の整備

トイレカー（軽車両タイプ）を購入／小型消防ポンプ車、大型発電機の整備

・自主防災組織への補助（１大字あたり ５万円、１５万円）

・令和８年度熊本地震への職員派遣

熊本県宇城市へ罹災証明書事務のため職員２名を派遣。

○防犯

・自治会所有の防犯灯のＬＥＤ灯への切替補助

・町内各大字、通学路への防犯カメラ設置

・不審電話、詐欺抑止のため、防犯電話購入助成（上限１万円）

5

安心・安全な「高取町」
（防災、減災、防犯など）１



○健康、医療

・子ども医療費（高校生世代まで）完全無償化

・個別ガン検診の無償化、

・国保 人間ドックの助成（上限４万５千円）

・高齢者向け帯状ほうしんワクチン、

インフルエンザワクチン予防接種等への助成

6

生活しやすい「高取町」
（健康、医療、子ども・子育て、教育とスポーツ、高齢者生活支援など）２

○子ども・子育て

・児童手当支給（高校生世代まで）

１か月当たり ３歳未満 １万５千円、３歳以上～高校生 １万円

・妊婦・乳幼児への移動支援（タクシー券交付 上限２万円）

・物価高騰対応子育て応援手当（高校生世代まで 一人当たり２万円）



7

○学校教育

幼稚園、小学校、中学校

・給食費１年間全額免除

（国、県の補助金などを活用）

小学校、中学校

・ひとり１台学習用パソコン端末機導入

・体育館の空調整備

・電子黒板整備

通学路安全対策

・カーブミラー

・防犯カメラ等設置

○スポーツ

・健民グランド日よけの設置

・小中学校 体育館の空調整備（再掲）



8

○高齢者生活支援

・高齢者移動手段確保（タクシー券交付 上限２万円）

・高齢者見守りあんしんシステム（緊急通報システム）設置

・「終活講座」、「認知症予防セミナー」、

高齢者向けｅスポーツ普及（認知症予防）

・高齢者向けスマホ教室の開催

・命のバトン配布

・お買い物ツアー、お買い物送迎

（社会福祉協議会）



○まちづくり全般

・たかとりん地域応援券の配布

（地域振興券 一人当たり１万５千円）

・家庭用生ごみ処理機器購入助成事業

（処理機 上限３万円、処理容器 上限３千円）

・ごみ収集

祝祭日収集（可燃ごみ）

・世代間交流補助金

（子どもから高齢者までの交流支援）
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いつまでも生き生きと暮らせる「高取町」
（将来を見据えたまちづくりなど）３



○移住・定住促進、空き家対策

・空き家対策 各種補助金

・移住促進に向けた県外イベントに参加（東京、大阪）

・都市計画区域指定

（市尾・田井庄・兵庫・森・薩摩・観覚寺・越智地区）

市街化調整区域での住宅地拡大
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各種補助金 補助額 R7実績

子育て世帯の空き家購入補助金 定額（１００万円） ３件
空き家リフォーム補助金 補助率１／２（上限１００万円） ４件
空き家流通対応相続登記補助金 補助率１／２（上限５万円） １件
空き家家財処分補助金 補助率１／２（上限１０万円） １件

危険空き家解体撤去補助金 補助率１／２（上限５０万円） ９件

老朽空き家解体撤去補助金 補助率１／２（上限３０万円） ２件



○生活インフラ整備と維持補修の充実

・道路、橋りょう、河川、町営住宅、公園、上水道、下水道、地籍調査

・旧育成幼稚園、旧高取幼稚園解体撤去

・国道１６９号線 高取バイパス（清水谷工区等）

令和８年１０月３１日供用開始（奈良県事業）

○県域水道一体化による水道料金の統一化

令和７年４月に運営開始された、奈良県と県内２６市町村で設立した

「奈良県広域水道企業団」へ参加。水道施設の更新整備、水道料金統一化へ。
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○にぎわい創出、観光振興

・高取町の知名度アップと交流人口増加への取組み

高取城跡ＰＲ事業、土佐街道カラー舗装の補修、

町公式マスコットキャラクター「たかとりん」関連グッズ製作、

お城フェスなど全国的な催しや県内外の催しへの出展

・ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」関連事業

壺阪山駅前（植栽、観光サイン）、

土佐街道沿い（トイレ改修、案内サイン）

国道１６９号沿い（観覚寺）ウェルカム看板

・レンタサイクル事業（電動アシスト自転車による高取町内周遊）

にぎわう「高取町」
（にぎわい創出、観光振興など）４
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○歴史文化資源活性化

・高取城跡保存活用整備

石垣調査、登城路整備（奈良県事業）

景観支障木伐採（林野庁事業）

バイオトイレ、ライブカメラ（高取町事業）

・古墳群環境整備

与楽古墳群の保存計画策定、市尾墓山古墳整備

○町施設、設備の長寿命化、利便性向上、適正管理等

・砂防公園環境美化 樹木剪定、草刈り、クビアカツヤカミキリ駆除

河川堆積土砂撤去（奈良県事業）



財政の安定する「高取町」６

・将来の町債（借金）残高、公債費（借金返済金）、基金（貯金）残高を

充分に踏まえ、将来負担を見据えた計画的な事業推進、事業の平準化により、

財政の安定に努めます。

・過疎地域に指定されたことによる「過疎対策事業債」の活用

返済金の一部を国が肩代わりしてくれる有利な町債

・ふるさと応援寄附金の受入れによる財源の確保
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新たに総合戦略を策定。令和１７年までの１０年間の計画期間で、長期的な
まちづくりの方向性を示し、この新しい総合戦略のもとで「健やかに住み続け
たくなるまち」の実現を目指します。

第２期「高取町総合戦略」の策定と着実な推進
（今までの取り組みを踏まえた新たな総合戦略）５



・高取町の決算の推移（一般会計）
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○財政指標から見た現在の高取町

県内類似町村（安堵町、川西町、三宅町、明日香村、吉野町、下市町）との比較

※ 赤字は過疎地域指定の町村

【人口】
令和８年８月３1日現在の人口は５，７９７人。
減少傾向にあるが、県内類似町村平均とほぼ同じ。 R1→R7 ７５４人 減少

【税収（町税）】
近年は横ばい。県内類似町村平均より若干少額。 R1→R7 １３００万円 増加



【地方交付税】
やや増加傾向にある。県内類似町村平均より少額。

R1→R7 ４億２００万円 増加

【寄附金】
やや減少傾向にある。県内類似町村平均より多額。

R1→R7 ２９００万円 増加
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【借金返済金（元利償還金）】
減少傾向にある。県内類似町村平均とほぼ同じ。

R1→R7 １億１１００万円 減少

【借金残高（町債残高）】
減少傾向にある。県内類似町村平均より少額。

R1→R7 ４億２２００万円 減少
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【貯金残高（財政調整基金、減債基金の基金残高）】
増加傾向にある。依然として県内類似町村平均の約１/２。

R1→R7 ５億４３００万円 増加

【職員数】
横ばい傾向。県内類似町村平均より約２０人少ない。 R1→R7 増減なし
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結びに

○町民の皆さまへのお礼の言葉
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ご清聴ありがとうございました。

21



MEMO


